
事務事業評価の評価結果について（平成27年度の事業に対する評価）

競艇事業部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成28年度
以降の事業
の方向性

所見

競艇管理課
一般管理
事業

　モーターボート競走事業の経
営の安定化を目指すため当該事
業の総括及び調整を行う事業
で、関係団体への分担金等や、
各種の取り組みに共通して必要
となる経費又は複数の取組に係
る経費を総括し支出するもので
す。

経営の安定化

　前年度の指標は、当該
事業における各種負担金
のみを捉えたものであ
る。当該事業には、需用
費や役務費のほか、旅費
や交際費が含まれている
が、これらは営業活動量
に比例するものであり、
必ずしも経費節減を理想
とするものではない。し
たがって、当事業を評価
する指標として適切なも
のの設定は困難であり、
事業全体における効率的
な運営を図るものです。

　効率的な運営を
図っていきます。

　全国モーターボート競
走施行者協議会を通じ
て、各種制度のあり方等
について関係機関、関係
団体と協議を継続すると
ともに、各種経費の削減
に取り組みました。

4

　モーターボート競走事
業の経営の安定化を目指
すため、モーターボート
競走事業にかかる総括及
び調整を行いました。

現状維持

　引き続き、経営の安定
化を目指すとともに、関
係機関・関係団体への協
力を継続して要請してい
きます。

競艇管理課
一般開催
事業

　津市主催のモーターボート競
走を開催し、津市モーターボー
ト競走場における発売・払戻等
や電話投票による発売・払戻等
を行うほか、選手賞金や法定交
納付金など開催に係る必要経費
の支払を行います。

売上収入額

　一般開催事業は、自場
競走開催に係る経費であ
り、その成果は、自場開
催に係る売上収入に求め
られます。
　なお、目標値は、当初
予算額とします。
（本場売上＋電話投票売
上＋場外委託売上＋場外
発売場売上）

22,306,
000千円

25,409,
871千円

　交納付金の負担割
合の減額に向けた関
係機関との協議に努
めます。

　ＧⅠ、ＧⅡレースの総
売上額は約７７億円。そ
の他、特に電話投票・場
外委託での売上確保に努
めました。

4

　自場開催レースの売上
は約254億円で、前年度
比較で14.5％増となり、
その内訳は本場での売上
が5.6％減、電話投票に
よる売上が25.0％増、場
外委託による売上が
16.4％増、場外発売場に
よる売上が皆増となっ
た。本場での売上は減少
したものの、電話投票や
委託による売上が増加し
たことにより、収益を確
保することができまし
た。

現状維持

　グレードレースの開催
が収益向上に寄与する部
分は大きく、また、売上
向上のために効果的な開
催日程の設定は自場レー
ス開催の重要な要素であ
り、効果的な競走運営に
努めていきます。

競艇管理課
場外発売
委託事業

　他のボートレース場及びボー
トピア（場外発売場）等に自場
で開催するレースの発売を委託
し、売上向上に努めます。

場外委託売上
額

　場外発売委託事業は、
自場で開催するレースに
ついて場外発売場等に発
売を委託する経費であ
り、その成果は、当該場
外発売場等における売上
収入に求められます。
　なお、目標値は、各年
度の開催日数やグレード
を踏まえた当該年度予算
額とします。

9,356,0
00千円

10,992,
418千円

　開催日程、番組、
広報宣伝、ファン
サービス、場外発売
場への営業活動が総
合的に売上に影響す
るため、各部門にお
いて売上向上に努め
ます。

　委託売上については、
他場の協力のもと目標値
を上回ることができまし
た。
　延委託発売日数の増加
が主な要因となっていま
す。

4

　平成27年度の自場開催
レースの委託による売上
は約110億円で、前年度
比較で16．4％の増と
なった。また、委託発売
について、他のボート
レース場及びボートピア
（場外発売場）等へ販売
促進活動を行った結果、
延委託日数が3,205日と
前年度比較で約1,000日
の増となり、収益を確保
することができました。

現状維持

　GⅠ、ＧⅡレースの他
に企画レース等を行うこ
とにより、他のボート
レース場及びボートピア
（場外発売場）等へ販売
促進活動を行い、収益を
確保することができまし
た。

課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成27年度） 事業の評価 所管課長等による評価

1 / 4 



競艇事業部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成28年度
以降の事業
の方向性

所見
課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成27年度） 事業の評価 所管課長等による評価

競艇管理課
場外発売
受託事業

　様々な競走を楽しみたいとい
う顧客の要望に応えるため、グ
レード競走についてはスタンド
棟を開場して場間場外発売を実
施するほか、外向発売所におい
ては一日最大４場発売から６場
発売へ拡充するとともに、年間
３４７日の発売を行うことで、
多様なニーズに合わせた幅広い
顧客の獲得につなげます。

売上収入額
（受託金収入
＋収益金収
入）

当事業を評価する指標と
して、勝舟投票券発売の
売上収入額とする。な
お、目標値は、当該年度
予算額とします。

1,500,5
25千円

1,387,0
70千円

　自場でのレース開
催に合わせてスタン
ド棟で他場での受託
分レースを発売する
など、売上の向上に
努めます。

　自場レース開催日に合
わせてスタンド棟で他場
の競走を発売するなど受
託売上の向上に努めまし
た。
　外向発売所（津インク
ル）はシステム集約化に
より14日間閉館を行った
ことで売上が減少したと
考えます。

4

　スタンド棟について
は、入場者数及び発売日
数が減少したことにより
他場受託分の売上も減少
となりましたが、自場で
のレース開催日以外の発
売を取りやめるなど運営
経費の削減に努めまし
た。また、外向発売所
「津インクル」について
は、１日当たりの売上は
約1千7百万円とほぼ前年
度と同額であり、売上の
減少は発売日数の影響に
よるものと考えられま
す。

現状維持

　スタンド棟での入場者
数と発売日数の減少によ
り他場受託分の売上が減
少したが、その傾向は今
後も継続していくものと
考えられ、収益性向上の
ために運営経費の削減も
考慮していく必要があり
ます。

競艇管理課
場外発売
場事業
（受託）

　場外発売場は、近くに競走場
のない地域や競走場まで足を運
ぶ時間的余裕のない顧客にとっ
て便利で気軽に楽しめるだけで
なく、これまで疎遠となってい
た潜在的な顧客にモーターボー
トの魅力をアピールでき、新た
な顧客の開拓につながる有効な
手段であり、全国的にも施設が
増加している事業です。

場外発売場売
上収入
（他場受託
分）

　場外発売場事業（受
託）は、場外発売場にお
いて他場で開催するレー
スを受託発売する経費で
あり、その成果は当該場
外発売場における売上収
入（他場受託分）に求め
られます。
　なお目標値は、場外発
売場（他場受託分）の売
上の予算額とします。

1,526,0
00千円

1,371,1
29千円

　実績値が目標値を約１
割下回る結果となりまし
た。
　場外発売場「ミニボー
トピア名張」については
関西方面からの誘客が期
待できることから、県外
へのＰＲ等がより有効と
なります。

3

　場外発売場「ミニボー
トピア名張」の開設によ
り、他場受託分の売上が
新たに約13億7千万円増
加し、収益を確保するこ
とができました。
　一方、売上が目標値に
達しなかった点について
は、関西方面への誘客が
図られるようＰＲを行う
とともに、１日当たりの
発売場数についても工夫
を行う必要があります。

拡充・充
実

　売上増加と安定的な収
益確保の観点から、当該
事業の目的を踏まえつ
つ、引き続き場外発売場
の設置を検討し推進して
いく。

競艇管理課
場外発売
場事業

　場外発売場は、近くに競走場
のない地域や競走場まで足を運
ぶ時間的余裕のない顧客にとっ
て便利で気軽に楽しめるだけで
なく、これまで疎遠となってい
た潜在的な顧客にモーターボー
トの魅力をアピールできるな
ど、新たな顧客の開拓につなが
る有効な手段であり、全国的に
も整備が進められている事業で
す。

場外発売場売
上額
（自場開催
分）

　場外発売場事業は、自
場で開催するレースにつ
いて場外発売場での発売
に係る経費であり、その
成果は当該場外発売場に
おける売上収入に求めら
れます。
　なお、目標値は場外発
売場（自場開催分）での
売上の予算額とします。

175,000
千円

188,571
千円

　一般開催事業と同様
に、魅力あるレースの誘
致などにより目標を上回
ることができました。

4

　場外発売場「ミニボー
トピア名張」を開設し、
自場開催レースを118日
間発売したことにより、
1億8千万円以上の売上増
となり収益を向上させる
ことができました。

拡充・充
実

　売上増加と安定的な収
益確保の観点から、当該
事業の目的を踏まえつ
つ、引き続き場外発売場
の設置を検討し推進して
いきます。

競艇管理課
スタンド
棟管理事
業

　モーターボート競走事業にお
ける総合的な施設の維持管理、
施設改修を行い、お客様に安全
で快適な空間を提供します。

　お客様に安
全で快適な空
間の提供

　お客様に安全で快適に
レース観戦ができるよう
施設・設備の維持管理に
努めます。これを成果指
標とします。

　お客様に安全で快
適にレース観戦が出
来るよう、スタンド
棟及び津インクルの
施設・設備の総合的
な保守及び必要な修
繕などを行います。

　施設・設備の老朽化に
伴い、維持管理に係る経
費は必要となりますが、
出来る限り経費の削減に
努めました。

4

　来場者が安全で快適に
レースを楽しんでいただ
けるよう、施設・設備の
適正な維持管理を行うこ
とができました。

現状維持

　引き続き施設・設備の
適正な維持管理に努め、
来場者への快適な空間作
りに努めます。

競艇管理課
競技施設
管理事業

　公平、公正で魅力的なレース
が提供できるよう、競技に関す
る施設・設備の維持管理を行な
います。

　競技施設及
び設備の適正
管理

　競技に支障をきたす事
が無いよう、競技に関す
る施設・設備の適正な維
持管理に努めます。

　競技運営に支障を
きたさぬよう、施
設・設備を適正に管
理します。

　競技遂行に妨げとなら
ないよう適正な維持管理
を行うことにより、ファ
ンの視点に立った公正・
公平なレースが提供でき
ました。

4

　公平、公正な競技運営
を行うため、施設・設備
の適正な維持管理を行う
ことができました。

現状維持

　今年度に引き続き、公
平・公正な競技運営がで
きる施設・設備の適正な
維持管理に努めます。
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競艇事業課
従事員関
係事業

投票業務を担当する従事員の適
正な人事管理、投票所運営を行
うことで、円滑な競艇事業運営
を行います。

発券業務事故
件数

従事員数の削減及びそれ
に伴う業務範囲の見直し
を適正に行うことによ
り、発券業務でのトラブ
ルを防止し、お客様の満
足度を維持することを目
的とし、窓口での深刻な
発券トラブル件数を指標
とします。

０件 ０件

　従事員数の減少に
応じた業務の見直し
による発券業務事故
の抑止

　従事員の削減目標を達
成できており、併せて業
務内容の見直しを行い適
性な窓口数の確保ができ
ました。

4

　従事員の削減目標を達
成するとともに、併せて
業務内容の見直しを行い
適性な窓口数の確保がで
きました。

廃止

従事員の業務減少に伴
い、今後、本事業の業務
委託への切り替えを検討
していきます。

競艇事業課
臨時職員
関係事業

場内の秩序維持やファンサービ
スの向上を図るため、臨時職員
の適正な人事管理を行います。

場内の苦情件
数

ファンの満足度アップと
場内秩序の維持のための
適切な人員の確保を行
い、場内の運営上のトラ
ブルを未然に防止するこ
とで、お客様の満足度を
維持することを目的と
し、場内での苦情件数を
指標とします。

０件 0件
  充実したサービス
の提供と適正な人員
配置

　適正な人事管理により
ファンが安心してレース
を楽しめる環境づくりが
できました。

4

　場内警備や投票業務、
入場業務など適正な人員
配置を行い、場内の秩序
維持をはじめ円滑な競艇
事業運営を行うことがで
きました。

現状維持

引き続き、競艇事業各部
署の臨時職員について、
円滑かつ効率的な競艇事
業運営のために、人事管
理（賃金、手当、配置
等）を行い、充実した
ファンサービス・投票所
業務の運営に努めます。

競艇事業課
広報、宣
伝事業

　新聞、テレビ、ラジオ、イン
ターネットなどの各種媒体を活
用した広報宣伝を展開すること
により、ボートレースファンへ
のレース情報の提供及びボート
レースのイメージアップによ
り、売上向上を図ります。ま
た、ファンサービス関係、印刷
業務関係事業を広報、宣伝事業
に統合し効果的に事業を実施し
ます。

効率良く効果
的な広報宣伝

　競艇ファン及び新規顧
客獲得のために広く広報
宣伝を実施し、イベント
等ファンサービスと連動
させ効率良く効果的に事
業を展開することを成果
指標とします。

費用対効果を検証し
た広報宣伝活動の実
施及びファンに喜ば
れるイベント等の実
施

　レースのグレードによ
り広報費用が増減するた
め指標を数値で表記でき
ないが、ポイントを定め
た広報宣伝を効果的に行
うことができました。ま
た、各種イベントを実施
し新規来場者や再来場を
促すことができました。

4

　新聞、雑誌、ＴＶ等既
存メディアへの広告とと
もに、ホームページのリ
ニューアルを実施し、電
話・インターネット投票
利用者の利便性向上が図
れました。

現状維持

　売上形態別に効果的な
広報宣伝活動を行い、イ
ベント等ファンサービス
と連動させ売上向上を目
指します。また、ファン
バスの運行や各種イベン
ト等を開催し来場者に喜
ばれるファンサービスを
実施します。

競艇事業課
番組編成
事業

　ファンから注目される企画
レースや、予想しやすいシード
番組などの魅力ある番組編成に
取り組みます。

魅力ある番組
編成

　購買意欲の向上につな
がる魅力ある番組編成を
行うことを成果指標とし
ます。

　ファンから注目さ
れる企画レースや、
予想しやすいシード
番組などの魅力ある
番組編成に努めま
す。

GⅠ、ＧⅡ競走の連続開
催を実施し、また、一般
レースでは、初心者でも
購入しやすく、ボート
レースファンでも魅力あ
る番組編成に心がけまし
た。

4

GⅠ、ＧⅡ競走を連続開
催し、それぞれを連動さ
せることで注目度を高
め、また、一般レースで
は、予想しやすいシード
番組や発売時間の繰り上
げを実施するなど、舟券
の購買意欲を高め、売上
向上が図れました。

現状維持

　本場はもちろん、電話
投票やボートピアなど全
国のファンからの売上向
上につながる魅力ある企
画レースの開催や、推理
しやすい（買いやすい）
番組編成に努めます。

競艇事業課
投票関係
事業

舟券発売システム全般の運転・
保守管理のほか、舟券の発売及
び払戻・返還金の支払いなど、
投票業務全般の安全かつ円滑な
運営に努めます。

システムの事
故件数

舟券投票システム全般の
保守管理・整備によるシ
ステム機器のトラブル防
止、円滑な発売払戻の実
施により、本場来場者へ
の満足度向上を図るた
め、機器の重大な事故の
件数を指標とします。

０件 0件
 全国総合払戻サー
ビスの拡充

  適切な保守管理により
円滑なシステム運用がで
きました。

4

業務の遂行にあたって、
場内の舟券発売システム
や機器の保守・運用管理
に起因する障害等は発生
しておらず、舟券発売に
あたって支障は生じませ
んでした。
上半期に集中開催となっ
たＧⅠ周年、ＧⅡ、ＧⅢ
競走においても、買い漏
れ等の発生を抑えること
が出来ました。

現状維持

適切な保守管理に努める
とともに、投票システム
の定期的な更新を行うこ
とにより、投票業務の円
滑な運用を目指します。
また、企業会計導入後に
むけて、キャッシュレス
投票、在席端末などファ
ンの動向に応じた機器の
導入を検討していきま
す。
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競艇事業部 評価：４＝できている　３＝概ねできている　２＝課題克服が必要　１＝未着手状況　　

指標名 指標設定の考え方 目標値 実績値 数値以外の目標 目標に対する実績等の分析 評価 所見
平成28年度
以降の事業
の方向性

所見
課等名 中事業名 事業の目的

成果指標（平成27年度） 事業の評価 所管課長等による評価

競艇事業課
警備関係
事業

競走場へ来場するファンに、安
心してレースを楽しんでもらえ
るよう適正な警備業務を行うこ
とで、競走場内の秩序維持に努
めます。

事故、騒擾の
件数

ファンが安心して楽しめ
る施設環境づくりに努め
る。競走場内の秩序維持
を図るため、競走場内で
の業務に関しての重大な
事故、騒擾の件数を指標
とします。

０件 ０件

　場内、駐車場内で
の紛争等が発生しな
いように警備体制を
整えるとともに、ト
ラブルが発生しても
早期の解決を目指し
ます。

　警備体制の強化によ
り、トラブルの発生を未
然に防ぐことができまし
た。

4

警備担当と保安担当、委
託業者(場内、駐車場）の
的確な連携により、競艇
場内の秩序維持が図れま
した。

現状維持

スタンド棟、外向発売所
全体として、配置の見直
し、人員の拡充に努める
とともに、監視カメラシ
ステムの一部更新によ
り、一層の警備体制の充
実を図ります。

競艇事業課

モー
ター・
ボート関
係事業

　公平、公正で魅力的なレース
を提供するため、モーター、
ボートの適正な維持管理に努め
ます。

　モーター、
ボートの適正
な管理及び関
係施設の維持
管理

　競技に支障をきたす事
が無いよう、モーター、
ボートの適正な管理及び
関係施設の維持管理に努
めます。

　日頃からモー
ター、ボートの適正
な維持管理に努めま
す。

　競技の進行に支障をき
たすことなく、モー
ター、ボートの適正な維
持管理を行うことができ
ました。

4

平成２８年８月にプレミ
アムＧⅠ競走を開催する
ため、平成２７年９月か
ら使用するモーターの基
数が増加しました。
公平、公正なレースが図
れるよう、競技用モー
ター、ボートの適正な維
持管理に努めました。

現状維持

　モーター、ボート等の
競技用物品の適正な維持
管理を継続して行いま
す。
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